
令和３年度第２回鎌倉市地域福祉計画推進委員会（書面会議）
内容説明
委員の皆様におかれましては、次の「協議事項」について、ご確認をお願い申し上げます。
（協議事項）
　　鎌倉市地域福祉計画　推進状況報告書（案）について
（協議事項）

１　鎌倉市地域福祉計画　推進状況報告書（案）について　　　　　　　　
（内容説明）

議事（１）鎌倉市地域福祉計画　推進状況報告書（案）について、ご説明いたします。今回の書面会議により、報告書（案）の４ページに掲載されている「委員会の講評」及び「総括」をまとめ、報告書を確定版としたいと考えております。書面決議書の自由記載欄に、講評等の記載をお願いいたします。
それでは、資料２「鎌倉市地域福祉計画　令和２年度推進状況報告書（案）」をご覧ください。鎌倉市地域福祉計画は、令和２年度から令和７年度までの６年間を計画期間としており、今年度から進捗管理に入りました。昨年８月には、書面にて第１回目の本委員会を開催させていただき、委員の皆様から貴重なご意見を頂戴しました。本資料は、第１回目の委員会でのご意見をもとに、見直しをかけたものとなっております。
なお、本市では現在、地域共生課を中心に、世代や属性を超えた相談を受け止める、重層的支援体制への移行準備を進めています。これは、本計画において重点事業と位置付けている３つの目標を具現化する事業でもあり、地域共生課が、本計画の関連計画として、別途「重層的支援体制整備事業実施計画」の策定を進めていることをご報告します。
まず、５ページから９ページまでに掲載されている、本計画の５つの目標の達成度合いについてご説明します。前回の報告書案では、成果指標として、本市の最上位計画である「鎌倉市総合計画」から多くを引用していましたが、所管の企画課が、令和２年度に市民意識調査を実施しなかったため、実績値が「未実施」となることが分かりました。そのため、今回の報告書では、取組結果として、11ページ以降に掲載した、関連事業の達成率と総合評価を掲載することとしました。
次に、各課の取組みの結果をご報告いたします。本報告書（案）では、第１回目の本委員会で、委員の皆様から頂戴したご意見を各課にフィードバックし、見直しをかけました。

１１ページからが、各取組の推進状況のまとめとなっています。それぞれの事業所管課に、令和２年度の実績、評価等について回答してもらい、内容をまとめました。評価は、AからDの４段階としました。B以上であれば、目標達成と考えます。

また、本計画策定時には考慮していなかった新たな問題として、新型コロナウイルスの影響があります。先に設定した令和２年度の目標に対して、新型コロナウイルスが何らかの影響を及ぼした場合は、評価欄がアミカケとなっています。ただし、代替手段を講じた結果B評価以上になっているなど、所管課により、また取組内容により、評価は分かれております。
まず「目標１　総合的な相談体制の確立」についてです。こちらは本計画において、重点的に取組むとしている目標の１つです。各種相談窓口の機能を分かりやすく提供するとともに、各相談機関が連携して対応できる体制を確立することで、誰もがいつでも気軽に相談できる体制を目指すものです。
取組み総数は17件ございまして、評価の内訳は、82ページに記載のとおり、Aが11件（65％）、Bが４件（23％）、Cが１件（６％）、Dが1件（６％）となっており、17件中15件が、目標を達成したとされるAとBとなりました。結果、総合評価はAとなりました。
なお、総合評価は、Aを３点、Bを２点、Cを１点、Dを０点とし、その合計点数と、すべてAだった場合の点数の割合から算出し、75％以上であればA、50％以上をB、25％以上をC、25％未満をDとしたものです。

D評価となっている事業は、16ページ上から２番目の、「1-1-2-12」、生活福祉課が担当する「生活困窮者に対する相談支援体制の充実」についての１件でした。理由は、実績欄に記載のあるとおり、新型コロナウイルス感染症の影響で新規相談件数が大幅に増えた一方、雇用情勢の悪化から自立できた者の割合が減少したことによります。
新型コロナウイルスによる雇用情勢の悪化は、いかんともしがたいものであり、D評価は止むを得ないと考えます。所管課には、「一人ひとりの状態に応じた包括的・継続的な相談支援体制の充実を図る」という取組内容を踏まえ、新型コロナウイルス感染症の動向を見据えながら、相談者に寄り添った対応を続けてもらうよう、促してまいります。
続きまして、「目標２　包括的支援体制の構築」です。こちらも重点目標の１つとなっております。これは、福祉分野だけではなく医療・教育分野も含めた各関係機関が相互に連携し協力することで、それぞれの機能を十分発揮できる仕組みづくりを進めることを目指すものです。
取組み総数は16件ございます。評価の内訳は、82ページに記載のとおり、Aが７件（44％）、Bが８件（50％）、Cは０件、Dが１件（６％）となっており、１件を除いて、目標を達成したと判断されるAとBとなりました。総合評価はAとなっております。
D評価の１件は、18ページの「2-1-1-4」、障害福祉課が所管する取組み「専門性の高い障害関係団体等との協働・連携によるサービスの充実」です。これも新型コロナウイルスの影響を受けたもので、鎌倉市歯科医師会が行う在宅障害者歯科検診事業が中止となったことで、補助金支援がなくなったことによるものです。

それ以外にも、新型コロナウイルスの影響がある取組みが７件ございますが、会議の書面開催への変更、イベント等に代わる別の効果的な啓発の実施などの代替手段を講じることで、いずれもB評価またはA評価と、目標は達成しました。
続きまして、「目標３　地域における福祉活動や人材への支援」です。ここまでが、本計画における重点目標となっています。これは、自分が望む形であらゆる分野の活動に参画する機会が確保されるとともに、支え合いながら暮らしていくことができるまちづくりや、市民と事業者が地域の生活課題を発見し対応できる地域づくりが行われるよう支援することを目指したものです。
24ページの「3-1-1-1」から30ページの「3-2-2-4」までが、各課の具体的な取組みとなっております。取組み総数は25件ございます。評価の内訳は、82ページに記載のとおり、Aが10件（40％）、Bが９件（36％）、Cが４件（16％）、Dが２件（８％）となりました。A・B評価が76％と多数ではありますが、「不十分な点が多い」のC評価と、「改善が必要、又はほとんど実施できなかった」のD評価もいくつかあったため、この目標全体の総合評価はBとなりました。
なお、C・D評価となったのは、全てが新型コロナウイルスの影響を受けた取組みでした。
これについては、福祉活動や人材への支援ということで、例えば30ページ上から２つ目の、「3-2-2-1　自主防災リーダー養成研修講座」など、対面ありきの取組みが一定数有ったことなどが主因と思われます。とはいえ、オンライン開催等、代替手段を講じることはできると考えられます。C・D評価だった所管課には、代替手段を検討できないか、促したところです。
続きまして、「目標４　地域生活支援と権利擁護」です。これは、市民が個性や多様性を尊重され、自分らしくいられる共生の意識の形成を図り、安全で安心できる生活を送ることができる仕組みや住みやすい環境を整備するとともに、権利擁護に関わる施策の充実を図ることを目指したものです。
各課の具体的な取組みは、32ページの「4-1-1-1」から68ページの「4-3-2-5」までとなっております。取組み数は108件と最も多く、本計画における全取組みの53％が、この目標に対するものとなっております。
評価の内訳は、82ページに記載のとおり、Aが52件（48％）、Bが38件（35％）、Cが10件（９％）、Dが８件（８％）となっており、目標全体の総合評価はBとなりました。一方で、「不十分な点が多い」のC評価、「改善が必要である、又はほとんど実施できなかった」のD評価が、合わせて17％ありますが、これもほとんどが新型コロナウイルスの影響によるものでした。
この目標の性質上、38ページ最上段の「4-1-2-4　地域における高齢者スポーツの推進」や上から３つ目の「4-1-2-6　障害者スポーツ活動参加促進事業」のように、集合が前提となるスポーツ活動など、代替手段を講じることが難しい事業もございますが、例えば52ページ最下段の「4-1-5-13　地域子育て支援活動（わくわく広場等）の実施」における子育て相談は、オンラインでの実施も可能と思われます。所管課には、代替手段による実施を促してまいります。
最後に、「目標５　情報の収集と提供」です。これは、地域の様々な社会資源や福祉サービスの情報を収集し、分かりやすく提供することで、適切なサービスの利用や多様な福祉活動の活性化を図るとともに、福祉事業者、支援団体、当事者団体等と、地域の住民がつながることを目指した各種の取組みです。
各課の具体的な取組みは、70ページの「5-1-1-1」から80ページの「5-2-6-9」までとなっております。取組み総数は37件です。
　評価の内訳は、82ページに記載のとおり、Aが23件（62％）、Bが13件（35％）、Cが０件、Dが１件（３％）となっております。A評価とB評価を合わせると97％を占めており、総合評価はAとなりました。
D評価となっている１件は、74ページ上から３段目の「5-2-4-3　手話通訳者、要約筆記者派遣事業」です。この事業についても新型コロナウイルスが影響しており、手話通訳者及び要約筆記者の養成講習会を中止したことによります。業務の性質上、対面形式が前提ではあるかもしれませんが、所管課には、代替手段を講じることができないか、検討を促してまいります。
令和２年度の各取組の総括は以上となります。82ページにまとめてありますように、目標１、２及び目標５については総合でA評価、目標３、４は総合でB評価となっており、全体での総合評価はAとなりました。
このように、令和２年度につきましては、新型コロナウイルス対応という新たな問題を抱えながらも、所管課の試行錯誤により、計画は順調に遂行できていると捉えております。各事業の所管課には、引き続き計画の遂行に尽力するとともに、新型コロナウイルス対応を見据えた業務遂行方法を検討するよう、促してまいりたいと考えております。
令和３年度第２回鎌倉市地域福祉計画推進委員会（書面会議）での協議事項は、以上となります。書面決議書の自由記載欄に、講評を記載の上、ご提出をお願い申し上げます。
その他としまして、皆様にお知らせがございます。現在の鎌倉市地域福祉計画推進委員会の委員の皆様の任期は、令和４年５月23日までとなっております。
令和４年５月24日からの新たな委員につきましては、年度が明けましたら、各団体様宛に推薦依頼をさせていただきます。また、市民委員につきましては、「広報かまくら３月１日号」に募集記事を掲載する予定でございますので、現委員の皆様には、ぜひご応募いただきますよう、よろしくお願いいたします。
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